
 
 

 

◆ 開会式・表彰式・情勢報告 ９：５０～１０：４５ 

 

◆ ライブトーク      １０：５５～１２：３０ 

「電子書籍の未来 ～電子書籍によって読書スタイルは 

どう変わるのか～ 」 

   常世田 良 氏(立命館大学 文学部教授) 

   植村 八潮 氏(株式会社出版デジタル機構 取締役会長) 

   谷野 純夫 氏(静岡県立中央図書館長) 

◆ 分 科 会        １３：４５～１５：４５ 

 ① 図書館サービス  

  「電子書籍で変わるか公共図書館 

～堺市立図書館における電子書籍に対応した 

図書館システムの現状～ 」 

 ② 乳幼児・児童・ＹＡに対するサービス   

 「調べるから始まる本の世界 

 ～111枚の自由研究アイディアカードから読書へ誘う 

(東京都立多摩図書館の事例より)～ 」 

 ③ 子どもと読書 

  「西巻茅子氏講演会 ～こども―絵本―わたし～ 」 

 

 ④ 図書館とユニバーサルデザイン 

  「さぁ、はじめよう多文化サービス 

～多文化サービスの現状と課題～ 」 

 ⑤ 読書活動 

  「本のもつ力  ～絵本を通して知る 現在
い ま

と未来
これから

～ 」 

 

 ⑥ 学校図書館 

「学校図書館と公共図書館を使いこなして学びを深めよう 

～発見！意外に知らない図書館活用術～ 」 

             ⑦ 大学図書館 

              「大学図書館の教育・学習支援 

～もっと使いやすく、 

もっと通いたくなる大学図書館を目指して～ 」 

平成 24年 10月 29日（月） ９：５０～１５：４５ 

受付９：1０～９：５０ 参加無料 

静岡県コンベンションアーツセンター グランシップ 

参加申込締切日： 10 月４日 (木 )  
＊第３分科会は10月18日（木） 

主催：静岡県教育委員会･静岡県図書館協会･静岡県読書推進運動協議会 



ライブトーク  

「 電子書籍の未来 ～電子書籍によって読書スタイルはどう変わるのか～ 」 
電子書籍元年から３年。現在、日本の電子書籍はどんな形に成長し、どのように普及してき

ているのでしょうか。電子書籍については著作権、流通、コンテンツ等様々な課題があります。

出版業界の方や図書館関係者に電子書籍の現状を語っていただきます。そして、電子書籍の普

及により、読書スタイルはどのように変わっていくのか、図書館はどのように対応していけば

よいのか、電子書籍の未来について考えます。 

☆コーディネーター 

 常世田 良（とこよだ りょう） 氏 ＜立命館大学文学部 教授＞ 

  千葉県浦安市職員として採用され、浦安市立図書館に配属となる。その後、浦安市立図書館

長、浦安市教育委員会生涯学習部次長などを歴任し、平成 24 年４月から現職となる。平成 17

年より日本図書館協会理事・事務局次長をつとめる。平成 22年に文化庁文化審議会での「電子

書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」の委員となり、電子書籍の流通や利用について

の検討を行ってきた。主な著書に『浦安図書館にできること』(勁草書房、2003年)がある。 

☆パネリスト 

 植村 八潮 （うえむら やしお） 氏 ＜株式会社出版デジタル機構 取締役会長＞ 

東京電機大学出版局で理工系専門書単行本や電子出版物の編集業務に携わり、平成 24年３月

まで同局長。現在は、専修大学文学部教授をつとめる。日本出版学会副会長、IEC（国際電気標

準会議）TC100/TA10（電子出版分科会）マネージャーほか、国内外の電子出版関連委員会やプ

ロジェクトの議長・委員など、電子出版関連の多数の要職につく。主な著書に『電子出版の構

図―実体のない書物の行方』（印刷学会出版部、2010年）がある。 

 谷野 純夫 （やの すみお） 氏 ＜静岡県立中央図書館 館長＞ 

 浜松北、浜松南高などで英語教諭。浜松西高教頭、佐久間高校長、総合教育センター参事な

どを歴任し、平成 23年４月から現職となる。県内各市町の図書館など 128の図書館が加盟する 

静岡県図書館協会会長をつとめる。通勤時は電子書籍で英文読書、自宅では書籍で和文読書等

ＴＰＯで使い分けを実践している。 

各分科会のテーマ及び概要 
＜ 第１分科会 図書館サービス（ 定員１２０人 ）＞ 

会場：10階 会議室１００１－１ 

「電子書籍で変わるか公共図書館 ～堺市立図書館における電子書籍に対応した 

図書館システムの現状～ 」 

 堺市立図書館では、利用者が自宅などから図書館のホームページにアクセスすることで蔵書

検索や借りたい本の予約などに加え、電子書籍の閲覧もできるシステムを構築しています。電

子書籍に対応した図書館システムの現状と今後の課題について展望します。 

講 師 山内 桂  氏( 堺市立中央図書館 総務課企画情報係主査 ） 

助言者 常世田 良 氏( 立命館大学文学部 教授 ) 

＜ 第２分科会 乳幼児・児童・ＹＡに対するサービス（ 定員１８０人 ）＞ 

会場：10階 会議室１００１－２ 

「調べるから始まる本の世界  

～111枚の自由研究アイディアカードから読書へ誘う（東京都立多摩図書館の事例より）～ 」 

 自由研究の興味深いテーマやおすすめ資料を紹介する「自由研究アイディアカード」作成の

経緯や活用方法を、東京都立多摩図書館の児童サービス担当者からご報告いただきます。ノン

フィクションの本を手渡す方法に迷っている人にも参考にしていただきたいお話です。 

発表者 浅沼 さゆ子 氏（ 東京都立多摩図書館 児童青少年資料係 ） 



 

＜ 第３分科会 子どもと読書（ 定員４５０人 ）＞ 

会場：１階 中ホール・大地 

「西巻茅子氏講演会 ～こども―絵本―わたし～ 」 

 西巻さんは代表作「わたしのワンピース」をはじめ、自由な発想で数多くの絵本を手掛けてい

ます。あの楽しい絵はどう生み出されるのでしょうか。制作秘話から子どもに届けたいこと等お

話いただきます。西巻さんの魅力満載の講演です。 

講 師 西巻 茅子 氏（ 絵本作家 ） 

＜ 第４分科会 図書館とユニバーサルデザイン（ 定員７０人 ）＞ 

会場：９階 会議室９０８ 

「さぁ、はじめよう多文化サービス ～多文化サービスの現状と課題～ 」 

 外国人市民が趣味や娯楽としての読書をはじめ、仕事、生活及び日本語学習に必要な資料や

情報を得る場の一つとして、図書館ではどんなことができるでしょうか？実際に多文化サービ

スに携わっているお二人のお話を聞き、できることから始めてみませんか。 

講 師 佐野 和宏 氏( 静岡市立御幸町図書館 館長 ) 

講 師 ピーシー めぐ美 氏( 静岡市立御幸町図書館 多言語担当 ) 

＜ 第５分科会 読書活動（ 定員７０人 ）＞ 

会場：９階 会議室９０４ 

「本のもつ力 ～絵本を通して知る 現在
い ま

と未来
これから

～ 」 

 児童文学者の草谷桂子さんは、絵本には子どもだけでなく、私たち大人にも「生きる力」「生

きるヒント」を与える力があると言います。本を紹介していただきながら、絵本を通してみえ

てくる現在
い ま

と未来
これから

を一緒に考えてみませんか。 

講 師 草谷 桂子 氏（ 児童文学者 ） 

＜ 第６分科会 学校図書館（ 定員１２０人 ）＞ 

会場：９階 会議室９１０ 

「 学校図書館と公共図書館を使いこなして、学びを深めよう。 

～発見！ 意外に知らない図書館活用術～ 」 

 知っているようで意外に知らなかった図書館の活用術や魅力を岡田氏や小林氏に伝授してい

ただき、子どもたちの主体的な学びを深めてみませんか。日々の授業や生活に図書館を活用す

る可能性を見つけましょう。 

講 師 小林 路子 氏（ 慶應義塾大学文学部 非常勤講師 市川市図書館支援スタッフ） 

講 師 岡田 克彦 氏（ 静岡市立蒲原東小学校長 ）                           

＜ 第７分科会 大学図書館（ 定員６０人 ）＞ 

会場：10階 会議室１００３ 

「 大学図書館の教育・学習支援  

～もっと使いやすく、もっと通いたくなる大学図書館を目指して～ 」 

 大学図書館に期待される新たな機能として、教育・学習支援が注目されています。本分科会

では、この課題についての具体的な事例・動向を紹介し、併せて情報リテラシー教育について

検討します。また、静岡県内の大学図書館での先駆的な取り組みをご紹介します。 

講 師 野末 俊比古 氏（ 青山学院大学教育人間科学部 准教授 ） 

発表者 岡部 恵理 氏（ 静岡理工科大学附属図書館 図書課長代理 ）、図書館コンシェルジュ  

発表者 静岡大学附属図書館 学生モニター  



＜ 日 程 ＞ 

  ９：１０～ ９：５０  受 付 

  ９：５０～１０：３０  開会式・表彰式 

 １０：３０～１０：４５  情勢報告 日本図書館協会事務局長  松岡 要 氏 

 １０：４５～１０：５５  《 休 憩 》 

 １０：５５～１２：３０  ライブトーク： 

              「電子書籍の未来  

～電子書籍によって読書スタイルはどう変わるのか～ 」 

   コーディネーター 常世田 良 氏 （立命館大学 文学部教授） 

      パネリスト 植村 八潮 氏 (株式会社出版デジタル機構 取締役会長) 

            谷野 純夫 氏 （静岡県立中央図書館 館長） 

 １２：３０～１３：４５  《 諸連絡・休 憩・昼 食 》 

 １３：４５～１５：４５  分 科 会 

※ ライブトークと第３分科会では、磁気ループと手話通訳があります。   

＜ 参 加 申 込 ＞ 

 下記の参加申込書に必要事項を御記入の上、平成 24年 10月４日(木)までに、静岡県立中央

図書館へ郵送またはＦＡＸでお申し込みください。ただし、第３分科会に限り、10月 18日（木）

まで受け付けます。静岡県立中央図書館の総合案内カウンターへお持ちいただいても結構です。

また、右のコードより携帯電話からもお申し込みできます。 

 

 参加申込書送付 

〒422‐8002 静岡市駿河区谷田 53－１ 

静岡県立中央図書館 企画振興課振興係 

ＴＥＬ ０５４－２６２－１２４６ 

ＦＡＸ ０５４－２６４－４２６８ 

★ 分科会への参加は先着順になります。

必ず第２希望まで御記入ください。定

員オーバーのため第１希望にならない

場合は、静岡県立中央図書館から連絡

いたします。 

★ 昼食用の弁当(お茶付・税込 900円)を

希望される場合は、大会当日、弁当受

付へ午前９時 50 分までに直接お申込

みください。なお、グランシップの各

会場への缶飲料の持込みは禁止されて

います。 

★ 有料駐車場がありますが、当日は混雑

が予想されますので、できる限り公共

交通機関を御利用ください。 

★ 受付場所は一般受付になります。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ キ リ ト リ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 24年度 第 20回 静岡県図書館大会 参加申込書 

    ＊ご記入いただいた個人情報は図書館大会の連絡時のみ使用し、それ以外の目的に使用いたしません。 

氏  名 所属（図書館・学校・団体名等） 

 

 

＊個人参加の場合は 

記入不要です。 

電話番号 ライブトーク 

参加希望 

分科会参加希望 

 第１希望 第２希望 

有 ／ 無   

第１希望の分科会で 

聞いてみたいこと 
 

 


